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Photo by 経営学部 祝田学先生 

第３回プレゼンテーション大会「彩イロドリ」 

Opening Act 空手道部による演舞 Mini Concert 坂下高校 

ギターマンドリン部 

Closing 看護学部、短期大学部

健康栄養学科による手話歌 

イロドリ学生スタッフ 

↓保育科 

 近江先生 



教学IR室では、設置された４年前からデータドリブンにもとづくアプローチをしており、第32回IRレポートでは「過去５年間における休学・

退学・除籍の発生状況とその理由」について教学情報からデータ分析をおこないました。 

2019年度から2022年度までと比較して、2023年度は「休学者」に関しては経営学科と健康栄養学科で悪化、「退学者」については 

経営学科と看護学科で改善、「除籍者」については経営学科が大幅に改善、健康栄養学科も改善しました。「休学」については、本質的な 

理由解明と、学生対応の必要性が課題となっていること、そして異動を重ねる学生（休学―退学、もしくは「休学―休学―」など）への対応も

迫られていることが浮き彫りとなりました。

▼上記に関する教職員座談会での意見（2024.7.11実施） 

 ・看護学部は、１年次後期に必修・専門科目が増えることにより

単位修得が難しくなり、２年次前期に休学となるパターンが生じて

いることから、２年次にどれだけ指導できるかが鍵となる。 

・専門職という点において保育士・幼稚園教諭は看護師と共通点

が多くみられる。１年次９月に実習を行っており、早期に自分の  

適性や学力に向き合うことになる。資格取得できないことが明らか

になると退学を選択する者もおり、多様な学生の増加による対応

には工夫が必要である。その支援体制についてどこまで可能なの

かを考えなければならない。 

・７月と１０月は課題が溜まることによる睡眠不足や進路変更、 

人間関係の悩み等により、相談室を訪れる学生が多い。休退学

は、あらためて自分を見つめ直すことのできる機会となり得るため

悪いことではないが、大学としては本人が納得して今後を決める

関わり方ができるよう努めている。 

・経営学部は、新カリキュラムの留学生への対応が課題である。 

また、様々な悩みをどこに相談したらよいかわからない運動部員は

多い。 

第32回IRレポートからみえた今後の課題（教学IR室長） 

 ① 大学として学生の声をしっかりと聴く機会の創出 ②あらたな学びの場の構築 ③良質な教育の展開、活動 

 ◆第１回(202４. 6.2８) ※短期大学部対象：保育１４名・健康栄養１５名・祭り実行委員会６名 計３５名参加 

テーマ「在学生から観た『本学の魅力・価値』とその進化・深化」 

① 本学の魅力・価値について 

・先生と学生の距離が近く、学ぶためのサポートが手厚く、学生が 

意欲的に学びたいと思う環境が整っている。 

② 魅力と価値をどのように進化・深化させるのか 

・学内だけでなく地域や中高生と一緒にできる行事、講義を増やす。 

・地域や他大学との交流を増やし、学生の視野を広げる。 

・学部を越えた、学生同士の交流を深める学生 PJ等の機会を増やす。 

 

◆第２回(2024.9.27予定) ※看護学部対象 

テーマ「学生が出席したい価値ある授業とは？その創意工夫とは？」 
 

① 学長ワークショップ 

これらを踏まえ、実施しているまたは実施予定の行事 BEST 3★★★ 

Pick up！ IRレポート  

 

  

 

 

    

 

 

   

     

    

    

    

   

  

     

 

   

 

  

  

 

 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

【教学 IR室第３2 回レポート, p4 より】 



②  プレゼンテーション大会「彩イロドリ」 

◆今年で３回目！ (２０２４．９．７) ２０２２年度から大学・短期大学部の１年次の共通科目として始まった講義の集大成 

テーマ「多様性の尊重から生まれる新たな可能性の創出」 

今年度は、看護学部および東濃地区の３つの高校も参加し（計１６名）、笑いあり感動ありで互いに刺激し合い、

学び合う良い機会となり、まさにイロドリ溢れる素晴らしい一日となりました。 
  

【大学の部】 
優勝：経営学部 佐藤 響さん 
「究極の二択」 

準優勝：経営学部 森 和暉さん 
「なぜ日本人は英語の勉強ができるのに、実際に 
話すことはできないのか」 

三位：短期大学部保育科 西山 桃奈さん 
「どうぶつのおしりは、なぜ癒し効果があるのか」 
 

【高校の部】 
優勝：坂下高校 鈴木 菜生さん 
「推し活のすすめ」 

準優勝：坂下高校 柘植 みのさん 
「隈取」 

三位：坂下高校 市脇 保乃花さん 
「幸福理論」 

優勝★★★     準優勝★★   三位★ 

③  フレッシュマンキャンプ「つながるDay」 

◆２０２5．4．4  

目的：入学初期に行われる全学行事を通して、キャンパスや学部を越えた学生の親交を深めると共に、建学の精神の一端に触

れ、その後の学生生活の充実と自己の成長の契機とすること。 

東濃５市ミーティング開催 

 

 

【目的】本学および本学と包括連携協定を締結している中津川市・瑞浪市・恵那市・土岐市・多治見市（東濃５市）の抱えている課題と現状を 

共有し、解決を図る。※年４回 

 

◆第１回(2024. 6.20)  

大学同様、人口減少対策が５市共通の課題である。東濃唯一の高等教育機関として、前向きにチャレンジできるものを構築し、実働化させ 

ながら地域の課題解決を図ることができるよう努めていく。 

 

◆第２回(202４. ８.２２)  

    保育科の現状・課題について意見交換を行った。以下、抜粋。 

行政） ・共働き世帯の増加により、早朝から夜までの在園時間の長時間化や、土曜保育利用の増加があり、保育士不足による負担が大きく 

なっている。（中略）多様な園児の増加により、園児一人に対して２人の保育士が付く等、人員不足となっている。 

・共通の課題について市の中のみで抱えるのではなく、東濃地区全体で研修する等、同じ悩みを共有したい。近年、特別支援児童が 

増加しているため、保護者との連携や対応できる先生の育成が不可欠。また、IT化による負担軽減を試みている。 

        ・昔からやっているから・・・ではなく、業務の見直しを図り、効率化につなげていきたい。 

本学）・「人・健康・自然に優しい保育者」になれる、そういう力がつくということを、より一層、特色として磨き、是非、受験生、保護者、高校の   

先生方等に勧めて頂けるように努力したい。 

 

◆第３回(２０２４．１１．２８)予定 

    看護学部の現状・課題について 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 

第２回 
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本学は令和 5 年度（一財） 

大学・短期大学基準協会に 

よる認証評価の結果、適格 

と認定されました。 

本学は令和 5 年度（一財） 

大学・短期大学基準協会に 

よる認証評価の結果、適格 

と認定されました。 

◆林学長による教育学術新聞寄稿  地方私大からの緊急提言                                                        
「人財の地産地消を担う地方小規模私立大学」                                  
⇒ 両キャンパス Energy Spaceをご覧ください。                                                

今年で３回目となった今回はハイブリッド開催とし、協定校である九州共立大学、九州女子大学、 

文京学院大学様には本学瑞浪キャンパスまでお越しいただきました。 

事例報告では IRに携わる方々の工夫を凝らした様々な取組みから学ぶべきことが多くありました。 

 ・【本学】中京学院大学・短期大学部における教学ＩＲの推進に向けた現状と課題 

・【九州共立大学】退学者予測モデルの構築と退学予防の実践とその効果の検証 

・【九州女子大学・短期大学】オープンキャンパス実施時期と入学者の関係について 

・【文京学院大学】前回のコンサル内容を実践した結果 

・【愛知東邦大学】入試方法の妥当性に関する検証 

コンサルティングでは、本学の方向性が正しいということを確認することができたと同時に、改善点や 

課題が明確になり、今後の活動を進めていくうえで大変有意義なものとなりました。 

パネルディスカッションでは①分析結果を現場に活かすには ②教学ＩＲ組織における人材育成の在

り方 というテーマで２つのグループに分かれ、①心理的安全性を担保しながら課題の共通認識を図り

落とし込むという文化の土壌形成。 ②教学マネジメント側（学長・学部長）が問題意識を持ち、それを

教職員にも持たせて結果をコミットする。ということが重要であると結論づけられました。 

第４回、５回と続けていくために、引き続き IR推進に向けて邁進してまいります。 

 第３回合同 IR研修会開催 （2024.9.13） 

 

上記、５つの項目について執行部会から該当レベルに改善指示が

出され、教授会においてすべてフィードバックされました。 

その内容を実働化することではじめてRingとなり、真剣味サイクル

形成につながります。 

教学IR室は、引き続きフィードフォワードシートによる 

提案およびフィードバックされた内容に基づき進捗状況 

の確認をしてまいります。

 

 ◆㊗数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 リテラシーレベル認定！                                                  
中京学院大学、中京学院大学短期大学部は令和６年８月２７日付で文部科学省の「数理・データサイエンス・AI教育プログラム （リテラシー
レベル）」に認定されました。本プログラムの申請に際し、本学では３年前から検討を始め、２年前に専門の委員会を学内に立ち上げ準備を進
めてきました。今後はこのプログラムに基づき、数理・データサイエンス・AI教育を全学的に推進していきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

Bloomin’ とは？ 

種を蒔き、芽が出て膨らみ花開くように、 

教学 IR室の様々な発信が本学の発展に 

つながるよう願いをこめてつけました。 

パネルディスカッション① コンサルティング 

事例報告 

（文京学院大学 石村先生） 

パネルディスカッション② 

教学 IR室Ring 実施状況 


